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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、ペルオキシソーム膜に存在するエーテルリン脂質の合成に必須の酵素をコードしています。この遺伝子の変異は、肢根型点状軟骨異形成症と関連しています。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする2つの転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2015年10月],触媒活性：アシルCoA + グリセロンリン酸 = CoA + アシルグリセロンリン酸。,疾患：GNPATの欠陥は、肢根型点状軟骨異形成症2型（RCDP2）[MIM:222765]の原因です。 RDCP2 は、大腿骨および上腕骨の根茎短縮、脊椎障害、白内障、皮膚病変、および重度の知的障害を特徴とする。,ドメイン: HXXXXD モチーフはアシルトランスフェラーゼ活性に必須であり、グリセロール-3-リン酸のリン酸部分の結合部位を構成する可能性がある。,経路: 膜脂質代謝、グリセロリン脂質代謝。,類似性: GPAT/DAPAT ファミリーに属する。,細胞内局在: ペルオキシソーム膜の内腔側にのみ局在する。,サブユニット: DAP-AT、ADAP-S、および DAP-AT の改変型からなるヘテロ三量体複合体の一部である可能性がある。,
	研究分野
	グリセロリン脂質代謝;
	画像データ
	

	GNPAT抗体を用いたHT-29細胞およびRAW264.7細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

